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梁
暗
愚
氏
の
長
逝

　
中
共
科
学
院
考
古
研
究
所
の
副
所
長
で
あ
っ
た
沈

思
永
氏
が
昨
一
九
五
四
年
の
四
月
頃
臼
に
北
京
で
遊

去
さ
れ
た
．
氏
は
中
国
で
の
回
し
い
考
古
学
の
開
拓

者
と
し
て
、
今
世
紀
の
東
亜
考
古
学
の
上
に
劃
期
的

な
殿
代
古
墓
群
発
掘
調
査
を
三
三
、
か
が
や
か
し
い

業
績
を
挙
げ
た
掌
麿
で
あ
る
の
で
、
そ
の
長
逝
が
学

界
「
か
ら
痛
惜
さ
れ
る
。

こ
梁
啓
超
の
令
息
と
し
て
一
九
〇
四
年
に
上
海
に
生

れ
、
ほ
本
で
幼
年
時
代
を
過
し
た
後
、
清
華
学
校
で

薪
し
い
教
育
を
受
け
て
、
｝
九
二
疏
年
に
そ
の
課
程

を
終
え
た
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
に
赴
ぎ
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
の
研
究
院
で
、
雲
壌
考
宵
の
学
を
修
得
し
た
。
時

恰
…
も
隅
典
の
ア
ン
ダ
ー
ゾ
ン
博
士
の
喫
前
彩
陶
丈
化

の
調
査
が
一
つ
の
機
縁
と
な
っ
て
中
国
で
の
此
の
薪

し
い
掌
問
え
の
関
心
が
盤
界
的
に
高
ま
っ
て
い
た
際

で
あ
っ
た
の
で
、
滞
米
数
年
の
間
に
当
時
行
わ
れ
て

い
た
山
西
省
夏
県
西
陰
村
の
工
種
の
史
前
遺
跡
の
愚

土
無
の
整
理
に
従
っ
て
、
成
果
を
挙
げ
た
。
か
く
て

帰
國
後
中
国
で
の
考
古
学
研
究
の
中
’
6
機
閾
と
し
て

漸
た
に
登
足
し
た
申
央
研
究
寂
声
輿
語
言
研
一
究
所
の

考
吉
組
に
遍
え
ら
れ
、
李
済
氏
と
協
力
す
る
．
」
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
．
氏
の
研
究
所
で
の
活
動
は
先
づ

一
九
三
〇
年
秋
に
熱
河
か
ら
黒
龍
省
え
の
謳
査
旅
行

に
は
じ
ま
っ
て
、
孫
々
漢
で
の
史
前
遣
跡
の
発
掘
を

行
う
た
。
つ
い
で
山
東
城
子
灘
の
第
二
次
の
勢
望
作

業
を
経
て
、
や
が
て
膚
名
な
河
南
省
蜜
陽
の
殿
中
の

欝
掘
に
主
力
を
傾
倒
し
た
の
で
あ
る
。

　
殿
蟷
の
調
査
で
は
、
一
九
三
〇
年
に
同
地
春
岡
の

撫
し
い
地
区
の
諮
掘
で
、
麗
乱
を
受
け
・
な
い
履
序
と

土
器
と
の
蔵
回
か
ら
、
　
同
地
の
輿
前
に
彩
陶
・
黒

淘
・
白
駒
の
三
つ
の
土
器
様
式
に
依
る
文
化
段
階
が

考
え
ら
れ
る
一
事
相
を
指
摘
し
、
更
に
一
九
三
四
年

か
ら
僕
家
荘
の
西
北
…
励
を
中
心
と
し
た
殿
養
鰻
の
発

掘
調
査
を
撞
崇
、
前
後
三
期
に
亙
り
、
十
基
の
大
軍

を
は
じ
め
無
慮
千
二
百
の
古
塁
群
の
調
査
を
行
う
て
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。
一
九
三
六
年
に
は
郡
延
重

氏
と
山
東
省
鋸
照
県
商
城
鎮
の
黒
陶
遺
跡
の
調
査
に

従
事
し
開
係
資
料
を
豊
窟
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
然
る
に
翌
年
不
幸
な
臼
蘂
事
変
が
起
っ
た
の
で
、

研
究
上
閣
と
共
に
一
男
遺
品
を
携
え
て
長
沙
に
移

り
、
更
に
事
変
の
拡
大
と
共
に
館
林
・
昆
窮
等
と
転

々
、
極
め
て
困
難
な
概
究
生
沼
を
つ
づ
け
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
。
元
来
楽
聖
の
質
で
あ
っ
た

氏
は
、
こ
の
為
に
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
｝
九

四
｝
年
に
肺
を
病
ん
で
、
四
川
の
南
渓
李
荘
で
の
な

ボ
い
療
養
生
活
に
入
っ
た
。
そ
し
て
終
戦
の
年
重
慶

で
大
手
術
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
翌
年
北
京
に
帰
っ

て
い
よ
く
倭
家
荘
古
墓
群
の
調
査
報
告
の
執
筆
を

志
し
た
の
で
あ
る
が
健
康
瀬
に
復
す
る
こ
と
な
く
、

中
共
政
府
の
成
立
の
直
後
一
一
を
負
う
て
科
掌
院
考

古
研
究
所
の
副
所
長
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、
遂
に
た
た

ず
、
享
年
煙
か
に
五
十
一
歳
で
、
云
わ
ば
い
た
ま
し

い
過
般
の
大
戦
の
犠
盤
者
と
し
て
其
の
短
い
生
活
を

終
っ
た
の
で
あ
る
。

　
梁
疑
は
全
く
の
学
究
肌
の
人
で
あ
っ
て
、
滞
米
の

研
学
の
間
、
ア
メ
ヴ
カ
・
イ
ン
デ
ア
ン
遺
跡
の
聚
掘

に
加
わ
っ
て
、
考
古
の
学
の
箋
地
に
就
い
て
の
｝
懸
を

も
修
得
す
る
所
が
あ
り
、
帰
潤
後
、
こ
れ
を
中
国
の

所
謂
田
野
工
作
に
契
施
し
て
史
前
か
ら
三
代
に
亙
る

遺
跡
の
調
査
を
行
い
、
先
づ
確
実
な
暴
動
事
実
の
關

明
に
つ
と
め
、
然
る
後
そ
れ
等
に
即
し
た
考
察
を
試

み
た
の
で
あ
っ
た
。
　
「
後
朝
発
掘
小
・
記
」
と
「
小
電

龍
山
写
旧
離
」
と
は
そ
れ
を
示
す
具
体
的
な
述
作
と

し
て
注
爵
さ
れ
る
。
殿
擁
の
発
掘
工
作
は
、
そ
う
嚢

う
域
の
参
加
に
俊
っ
て
、
当
初
の
蟄
わ
ぱ
遺
物
の
収

得
か
ら
、
金
颪
的
な
そ
れ
自
体
の
開
朔
え
の
大
ぎ
な

転
機
を
な
し
た
と
も
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
氏
が
慎

家
荘
の
古
墓
群
の
発
掘
に
於
い
て
示
し
た
発
掘
調
査

者
と
し
て
の
手
腕
は
、
西
欧
の
そ
の
道
の
学
者
を
も
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報欝

超
ゆ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
殊
に
そ
の
擬
乱
さ
れ
た
大

墓
の
間
か
ら
、
黄
土
に
印
し
た
木
製
の
太
鼓
や
、

木
棺
、
容
器
等
の
印
影
を
丹
念
に
検
出
、
そ
の
復
原

を
可
能
に
し
た
驚
く
可
き
作
業
の
遂
行
は
特
筆
せ
ら

る
可
き
で
あ
る
。

　
氏
は
ま
た
田
野
工
作
に
従
事
す
る
学
徒
と
し
て
何

よ
り
も
先
づ
、
調
査
報
告
の
公
刊
を
第
一
義
と
し
て

・
い
た
。
こ
の
事
は
一
九
二
八
年
の
秋
ハ
ー
バ
ー
ド
大

掌
で
強
く
も
筆
者
に
か
た
っ
た
所
で
あ
っ
て
、
爾
後

の
調
査
慰
通
じ
て
、
よ
く
実
践
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の

著
述
の
示
す
が
如
く
で
あ
る
。
た
だ
不
幸
な
戦
乱
に

依
っ
て
、
最
も
著
し
い
侯
家
荘
古
狸
群
の
調
査
の
結

果
が
、
氏
白
門
か
ら
は
僅
か
に
～
九
三
七
年
に
行
わ
れ

た
出
土
器
の
展
観
の
農
録
に
そ
の
片
麟
を
示
し
た
の

み
で
、
遂
に
そ
の
手
で
纒
め
ら
れ
る
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
何
人
よ
ヴ
も
氏
自
身
深
く
資
と
し
た
に
相
違

な
い
。
終
戦
の
直
後
の
病
中
筆
者
が
戦
時
中
南
京
で

同
所
に
遺
留
さ
れ
て
い
た
関
係
遺
物
の
調
査
に
関
与

し
た
事
を
鄭
っ
て
、
上
記
木
器
類
印
影
の
復
原
写
真

の
提
供
方
を
申
し
入
れ
て
来
た
。
中
共
科
学
院
考
古

研
究
所
副
院
長
就
任
後
、
病
を
お
し
て
、
事
に
当
っ

た
こ
と
の
縫
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
事
と
思
い
併
さ

れ
て
、
そ
の
畏
叢
に
対
し
氏
を
知
る
人
を
深
く
も
い

た
ま
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
r

　
氏
の
人
と
な
り
は
、
内
に
毅
然
た
る
所
を
蔵
し
な

が
ら
、
ま
こ
と
に
長
者
の
風
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
学

問
に
対
し
て
は
国
境
を
超
え
て
そ
の
発
達
を
熱
願
し

て
い
た
。
排
日
思
想
の
横
温
し
て
い
た
一
九
三
六
年

春
、
南
京
訪
問
の
際
、
氏
の
示
さ
れ
た
学
問
上
の
好

意
は
私
の
終
世
忘
れ
得
な
い
所
で
あ
る
。
終
り
に
細

作
習
録
を
載
ぜ
て
、
こ
の
優
れ
た
而
も
薄
幸
な
考
古

学
者
の
長
逝
を
哀
悼
す
る
。
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「
昂
昂
漢
史
前
遺
蛙
」
　
（
『
歴
史
語
言
研
究
所
集

　
刊
』
四
添
一
分
　
一
九
三
三
年
）

　
「
後
目
墨
群
小
記
」
　
（
『
腰
強
発
掘
報
告
』
繁
藤

　
柵
　
一
九
三
三
年
）

　
「
小
二
本
出
露
華
部
」
（
『
慶
祝
補
元
培
先
生
六

　
十
五
歳
論
文
集
』
下
冊
　
一
九
三
三
年
）

　
城
子
崖
「
建
築
之
遺
留
こ
　
（
呉
金
鼎
共
著
『
城
子

　
崖
所
載
一
九
三
六
年
）

城
子
箆
「
石
骨
角
蛙
及
金
属
製
品
」
　
（
同
上
）

城
子
崖
「
墓
葬
与
人
類
獣
類
、
島
類
之
遺
骨
及
介

類
之
遺
殻
」
（
『
城
子
盤
』
所
載
一
九
三
六
鉦
、
）

熱
河
不
干
廟
林
西
讐
井
赤
峯
臥
処
所
抹
集
之
新
石

器
時
代
石
器
与
陶
片
」
（
『
譲
野
考
古
三
三
』
第
一

搬
　
　
一
九
瓢
一
山
ハ
年
）

龍
山
文
化
～
中
国
文
明
的
史
前
事
事
一
（
『
第
六

回
太
平
洋
掌
術
会
議
会
誌
』
第
四
冊
　
一
九
三
九

年
及
『
考
古
学
報
』
第
七
冊
　
一
九
五
四
年
）

　
編
　
　
　
纂
、

『
城
子
簾
』
　
（
李
済
・
題
作
賓
共
編
）
中
国
考
古

報
告
集
第
一
種
（
一
九
三
四
年
）

『
国
立
申
央
研
究
院
参
加
教
育
部
第
二
次
全
国
展

覧
会
調
製
筆
録
』
　
（
一
九
三
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
纏
原
宋
治
）

　
　
馬
衡
先
生
の
卦

　
北
東
に
あ
っ
て
病
気
の
欝
建
言
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
馬
衡
先
生
が
、
表
ゑ
二
月
二
＋
六
冒
、
つ
い
忙

選
喪
さ
れ
た
。
享
年
七
十
四
歳
。
現
に
北
京
文
物
整

理
委
員
会
主
任
委
員
の
職
に
あ
っ
た
同
氏
の
た
め

に
、
間
月
一
一
十
九
臼
、
盛
大
な
公
等
が
い
と
な
ま
れ

た
。
主
祭
は
人
民
共
和
羅
弘
化
部
長
沈
雁
泳
、
陪
祭

に
は
沈
鈎
儒
、
郡
力
子
、
陳
垣
、
上
卿
鈴
、
鄭
振

鐸
、
夏
瀦
、
郭
宝
鈎
等
の
名
が
み
え
て
い
る
。
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馬
衡
先
生
は
宇
を
叔
平
と
い
い
、
諏
訪
鄭
県
の

人
、
小
柄
な
佑
格
で
あ
っ
た
が
、
謹
蕊
そ
の
も
の
の

ご
と
き
風
格
は
い
ま
な
お
わ
す
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
一
九
一
一
三
年
、
北
京
大
学
の
教
授
と
な
り
、
同

大
学
研
究
所
国
掌
門
の
導
師
を
兼
ね
、
下
国
金
石
学

の
講
義
を
早
舞
さ
れ
た
。
そ
の
講
義
の
プ
リ
ン
ト

は
、
一
部
石
刻
の
部
が
、
か
つ
て
『
東
洋
史
研
究
』

に
訳
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
金
石
の
う
ち
で
も
、

と
く
に
漢
魏
の
石
経
は
く
わ
し
く
、
専
著
も
あ
る

し
、
ま
た
一
九
こ
四
年
に
は
洛
陽
朱
均
聴
村
の
石
経

出
土
地
、
つ
ま
り
漢
魏
の
太
学
遺
堤
を
踏
査
し
、
め

づ
ら
し
い
文
字
瓦
当
な
ど
も
採
集
し
て
か
え
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

　
ま
た
古
代
度
連
衡
の
研
究
に
も
ふ
か
く
、
「
薪
嘉

量
」
を
考
繹
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
「
聖
書
承

暦
志
十
五
等
尺
」
の
一
書
を
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
一
九

こ
三
年
に
は
、
薪
鄭
お
よ
び
孟
津
に
お
い
て
青
銅
器

の
大
澱
灘
土
が
つ
た
え
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
が
踏
査

を
こ
こ
ろ
み
ら
れ
、
孟
津
の
青
銅
車
馬
具
は
北
京
大

学
に
も
ち
か
え
ら
れ
た
。
と
に
か
く
、
ば
ら
く
の

車
馬
具
で
な
く
、
こ
う
し
た
一
群
の
車
馬
具
は
め
づ

ら
し
か
っ
た
の
で
、
王
国
維
と
は
か
り
車
馬
具
の
考

定
を
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
王
国
維
の
死
に
よ

っ
て
は
た
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
、
一
九
一
一
山
ハ
年
、
わ
骨
か
懸
濁
甜
耕
一
作
、
原
隅
鳳
野
人
先
生

た
ち
が
、
東
亜
考
古
学
会
を
結
成
さ
れ
る
と
、
馬
車

先
生
は
呼
応
し
て
北
京
大
学
考
古
掌
会
を
組
織
さ

れ
、
　
一
九
二
七
年
、
　
一
九
二
八
年
に
は
わ
が
圏
に
来

訪
さ
れ
、
「
申
国
之
銅
器
時
代
」
、
あ
る
い
は
「
父
戟

之
研
究
」
の
研
究
を
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
二
七

年
、
東
亜
考
古
学
会
の
螺
子
窩
の
発
掘
が
お
こ
な
わ

れ
る
と
、
み
つ
か
ら
こ
れ
に
参
加
さ
れ
、
さ
ら
に
一

九
二
八
年
牧
羊
城
の
発
掘
に
は
、
そ
の
門
下
の
荘
厳

震
を
派
し
て
協
力
の
意
を
し
め
さ
れ
た
。
　
と
こ
ろ

が
、
一
九
三
〇
年
に
は
、
み
つ
か
ら
発
掘
団
を
総
織

し
燕
の
下
都
欝
掘
を
遂
行
さ
れ
、
原
田
淑
人
先
生
を

は
じ
め
わ
れ
く
に
も
参
加
見
学
の
便
宜
を
は
か
ら

れ
た
。
な
お
と
く
に
、
わ
れ
く
と
し
て
わ
す
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
わ
が
東
亜
考
古
学
会
の
派

遣
掌
生
、
駒
井
和
愛
君
を
は
じ
め
筆
者
た
ち
の
指
導

そ
の
他
の
颪
倒
を
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「

九
一
ご
三
年
、
原
田
淑
人
先
生
は
北
京
大
学
に
お
い
て

講
義
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
も
馬
衡
先
生
の
韓
旋
が
あ

っ
た
こ
と
と
お
も
う
。

　
平
生
、
近
国
金
石
学
の
講
義
を
つ
づ
け
、
金
石
文

字
の
学
に
は
、
も
と
よ
り
ふ
か
い
浄
血
を
つ
ま
れ
た

わ
け
で
あ
る
が
、
考
吉
学
的
研
究
法
の
必
要
を
つ
と

に
痛
感
さ
れ
、
こ
れ
を
金
石
の
学
問
に
導
入
す
る
こ

と
に
意
を
も
ち
い
ら
れ
た
。
さ
～
ぎ
に
の
べ
た
発
掘
も

そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
た
ま
く
筆
者
の
留
学

申
に
も
一
塁
大
学
校
庭
で
唐
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
る

と
、
す
す
ん
で
こ
れ
が
発
掘
を
計
画
さ
れ
、
筆
者
も

こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
獲
た
、
さ
き
に

あ
げ
た
「
中
国
之
銅
器
時
代
」
も
、
文
献
的
資
料
を

操
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
観
点
は
ま
っ
た
く

考
古
学
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
三
年
、
故
宮
解
物
院
院
長
と
な
り
、
戦
禍

の
波
及
す
る
を
お
も
ん
ば
か
り
、
い
ち
は
や
く
故
宮

の
収
蔵
品
を
南
に
う
つ
し
た
。
こ
の
功
績
は
、
中
国

に
お
い
て
、
　
い
ま
も
な
お
た
か
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
　
一
九
五
〇
年
の
解
放
後
も
、
北
京
に
と
ど
ま

り
、
前
記
の
主
任
委
員
と
な
ら
れ
た
が
、
高
年
の
た

め
ひ
き
こ
も
り
が
ち
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
魏
石
経
の
研
究
は
つ
づ

け
、
あ
る
程
慶
そ
の
稿
本
も
で
き
て
い
る
ら
し
い
。

罵
衡
先
生
は
、
中
国
の
金
石
学
者
と
し
て
泰
西
の
考

古
掌
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
と
め
ら
れ
た
、
ま
た
そ

う
い
う
時
代
の
人
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
先
生
の

晩
年
、
と
く
に
昧
者
の
考
古
掌
は
さ
か
ん
に
な
ウ
、

解
放
後
も
さ
ら
に
盛
大
を
き
わ
め
つ
つ
あ
る
の
は
、

先
生
に
お
い
て
は
た
し
て
、
い
か
な
る
感
慨
を
も
た

れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
先
生
を
偲
び
つ
つ
、
［
そ
の
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報欝

業
績
の
一
部
を
以
下
に
し
る
し
た
い
。

　
石
藪
為
秦
刻
潜
考
（
『
国
学
季
刊
』
第
一
巻
一
期

　
　
一
九
五
三
年
夏
）

　
漢
飛
平
石
経
論
語
罷
日
篇
残
掌
蹟
（
滞
、
国
学
季
刊
惣

　
、
第
一
巻
三
期
　
一
九
五
三
年
刊
）

薪
鄭
齎
物
出
土
調
畳
記
（
『
東
方
雑
誌
』
第
一
二

　
　
巻
二
期
　
一
九
二
五
年
刊
）

　
孟
灘
嵐
土
斎
器
物
紀
事

　
階
…
書
律
暦
志
十
五
等
尺
一
冊
（
一
九
二
七
年
刊
）

　
集
柘
薪
漢
魏
石
経
残
字
四
冊
（
一
九
二
七
年
刊
）

申
国
之
銅
器
時
代
（
『
北
大
国
学
月
刊
』
第
一
巻

　
　
六
期
　
お
よ
び
『
考
古
書
論
夙
』
第
一
懸
　
一

　
　
九
二
八
年
刊
）

　
文
戟
之
研
究
（
『
燕
京
学
報
』
第
滋
冊
お
よ
び
『
考

　
　
古
学
論
杁
』
第
二
勘
一
九
二
九
年
、
一
九
三
〇

　
　
年
刊
）

　
詑
漢
「
居
延
筆
」
（
『
国
学
季
刊
』
第
三
巻
　
一
期

　
　
一
九
三
二
年
判
）

　
従
実
験
上
窺
見
漢
石
経
之
一
班
（
『
慶
祝
藝
先
生

　
　
論
文
集
』
上
偲
　
一
九
三
三
年
刊
）

　
新
嘉
泓
岨
考
繹
叉
儀
故
宮
愉
阿
二
院
二
十
南
面
一
九
一
一
工
ハ
年
訓
円
）

　
宋
荘
祖
回
書
古
文
三
三
石
刻
校
釈
（
『
歴
史
語
言
研

　
　
究
所
集
刊
』
第
二
〇
本
　

一
九
四
八
年
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
野
清
一
）

　
　
　
岡
由
大
学
助
教
授
三
吉
昏
惑
掛

　
　
岡
山
大
上
善
数
量
三
吉
希
氏
は
、
亘
る
六
月
二
十

　
六
B
萎
縮
腎
で
勉
鼓
さ
れ
た
。
氏
は
昭
和
二
十
一
年

九
月
京
都
大
学
を
卒
業
後
、
特
別
研
究
生
と
し
て
概

’
究
に
精
進
さ
れ
、
一
時
郷
量
高
知
渠
宿
毛
・
中
村
両
高

校
に
教
鞭
を
執
ら
れ
た
が
、
二
十
七
年
一
月
国
史
研

⊥
究
室
助
手
と
し
て
再
び
京
大
に
帰
任
さ
れ
た
。
氏
が

助
手
と
し
て
研
究
室
運
営
の
劇
務
に
当
ら
れ
た
期
聞

　
は
、
内
外
の
状
勢
多
難
を
極
め
氏
の
費
さ
れ
た
心
労

　
も
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
傍
ら
本
会
庶
務
委

員
と
し
て
例
会
運
営
そ
の
他
の
実
務
に
心
肝
を
砕
か

　
れ
、
会
の
急
速
な
聚
展
に
寄
与
さ
れ
る
処
少
く
な
か

　
つ
た
。
そ
の
温
陣
、
薦
も
泰
然
た
る
風
格
は
周
囲
の

挙
げ
て
仰
慕
す
る
処
で
あ
り
、
二
十
八
年
十
二
月
岡

・
山
　
大
詰
に
赴
任
後
も
、
各
方
面
の
尊
敬
を
集
め
ら
れ
、

　
ま
た
死
の
直
前
青
魚
生
を
指
…
遵
さ
れ
た
と
承
り
、
厳

　
露
襟
を
正
さ
し
め
る
も
の
を
覚
え
る
。

　
　
不
幸
三
十
四
才
に
し
て
天
塩
さ
れ
た
氏
に
は
、

　
「
佐
藤
直
方
の
学
問
論
」
　
（
本
誌
三
六
ノ
一
）
を
は

　
じ
め
、
専
攻
の
近
世
思
想
史
、
特
に
滋
強
史
に
関
す

　
る
論
稿
が
あ
る
が
、
そ
の
何
れ
も
氏
の
温
か
く
、
し

　
か
も
真
蟄
な
入
聞
追
求
の
態
度
を
窺
う
に
足
る
も
の

　
で
あ
る
。

　
　
幸
い
に
し
て
家
庭
も
持
た
れ
、
翌
翌
　
に
落
盤
か
れ
、

今
後
の
活
躍
を
最
も
期
待
さ
れ
た
人
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
哀
儀
は
一
入
で
あ
る
が
、
今
は
氏
の
御
冥
福
を

祈
り
、
併
せ
て
御
遺
族
の
御
多
祥
を
念
願
す
る
ば
か

り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
横
手
雅
敬
）

執
三
者
紹
介

米
田
賢
次
郎

小
葉
田
　
淳

沼池荒
端内木

金
関

大村冨
島井沢

石
田

　
　
　
京
都
大
学
助
手

　
　
　
京
都
大
学
教
授

敏
一
　
京
都
学
芸
大
学
教
授

義
資
　
今
治
高
校
教
諭

眞
治
　
京
都
大
学
大
学
院
学
生

三
冠
鍬
獄
饒

霊
岸
’
島
根
大
学
講
師

康
彦
　
京
都
大
学
大
学
院
学
生

嚢
二
　
同
志
社
高
校
教
諭

善
人
鯨
羅
獄
饒
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学
界
消
息

　
　
　
　
奥
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
例
会
　
六
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
京
次
文
学
部
第
八
教
室

　
惣
庄
剃
の
歴
史
的
意
親
　

石
田
落
入

　
地
方
都
市
と
農
業
　
　
　
渡
辺
久
雄

　
r
ビ
ル
ト
ダ
ウ
ン
入
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
光
　
教
　
一

　
　
　
　
国
　
史
　
関
　
係

読
史
会
例
会
五
月
二
八
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
京
大
史
学
科
演
習
室

　
防
入
考
－
東
国
と
西
国
　
　
　
潔
　
　
　
俊
　
男

　
開
治
初
期
大
阪
周
辺
に
お
け
る
商
品
生
産
と

　
階
騒
…
分
化
の
発
展
　
　
　
　
　
高
　
尾
　
一
　
彦

山人

�
ｸ
史
掌
ム
竃
∴
人
ム
寡
　
　
編
ハ
月
四
門
門
口
　
（
土
）
化
－
後
一
麟
町

　
　
　
　
　
　
　
大
谷
大
学
四
一
教
室

　
申
国
の
石
仏
に
つ
い
て
　
　
水
野
清
　
一

　
紀
州
花
園
村
大
般
若
経
の
書
写
と
流
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
来
　
　
　
重

臼
本
実
研
究
会
春
馨
講
演
会
　
六
月
一
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
　
立
命
大
文
学
部

　
戦
後
十
年
の
歴
史
学
の
歩
み
　
北
　
山
茂
　
夫

経
済
掌
教
科
書
と
歴
史
学
　
岩
井
忠
熊

大
阪
歴
史
学
会
春
季
大
会
　
六
月
二
六
日
（
臼
）

　
　
　
　
　
　
　
午
繭
九
隠
　
関
西
大
大
学
院

　
封
建
崩
壊
期
に
お
け
る
農
民
闘
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角

　
東
大
寺
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
　
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

西
蔵
学
会
　
五
月
一
　
一
挙
（
土
）

上肉林見
等俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
層

　
　
　
　
　
　
　
京
大
史
掌
科
演
習
室

　
ア
ム
ド
方
言
に
つ
い
て
　
　
西
田
龍

　
　
　
　
西
洋
史
蘭
係

西
洋
史
読
書
会
例
会
六
月
二
九
臼
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
京
次
史
掌
科
第
二
耳
塞

　
奔
夘
。
＝
碧
斜
周
。
髪
四
一
紆
・
。
碧
昌
ゆ
『
倉
一
p

　
σ
q
ρ
お
『
お
（
一
⑩
H
偽
－
一
⑩
一
り
）
　
　
高
　
田
　
彬

男三栄茂雄臣

　
鵠
．
目
6
負
ρ
窯
團
。
一
巨
§
鴨
一
〇
ロ
民
象
。
国
津
①

　
q
費
閃
窪
駐
い
舅
8
谷
泰

　
　
　
　
地
理
学
関
係

【
八
交
地
理
堂
丁
ム
ム
鮪
第
＋
一
回
例
ム
誤
　
　
点
ハ
日
月
廿
五
目
H
（
↓
⊥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
附
属
図
書
館

　
市
場
達
鎖
と
C
・
丑
・
D
（
中
央
業
務
地
区
）

　
の
限
界
に
つ
い
て
　
　
　
　
樋
口
節
夫

　
紀
ノ
川
河
嶽
に
お
け
る
古
墳
の
位
置
に
つ
い

　
て
の
考
察
　
　
．
　
、
　
　
　
近
藤
　
　

忠

　
　
　
　
考
古
学
関
係

京
都
府
竹
野
郡
網
野
町
．
小
浜
海
浜
縄
文
遺
蹟
の
調
査

　
網
野
町
教
育
委
員
会
の
委
譲
に
よ
り
、
六
月
廿
四

　
田
よ
り
三
日
間
、
京
大
考
古
学
教
窒
よ
り
樋
口
隆

　
康
講
師
が
同
地
に
赴
き
、
海
浜
砂
丘
下
に
埋
没
せ

　
る
縄
文
式
前
期
末
の
土
器
の
包
含
層
を
検
出
し

　
た
。

場H
所時

　
　
史
学
研
究
会
例
会

　
　
十
月
一
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
京
都
大
学
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）

水
ヵ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
歴
史
地
理

日
本
に
お
け
る
封
建
化
の
過
程
に
つ
い
て

清
代
潅
盛
塩
販
路
の
争
奮
に
つ
い
て

佐黒宋
伯田尾
　親授
富雄行

86　（g3A）


